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1． 地域区分

　地域別の取組方針は、①地形等の自然的条件、②土地利用としてのまとまりや一体性、③鉄
道や幹線道路等の配置、④平成 20 年（2008 年）に改定した「ちがさき都市マスタープラン」
の地域区分等を総合的に勘案し、次の 7 地域に区分して都市づくりの方向性を定めました。

茅ケ崎駅

北茅ケ崎駅

相模線

東海道本線

北東部地域

北部丘陵地域

南東部地域

北西部地域

南西部地域

中心市街地地域中心市街地地域

北部中央
地域

香川駅

：地域の将来都市像

◆地域区分図◆
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ニューライフ & カルチャーを支援する
みどり豊かな湘南の里

みどりと共生した
都市機能を持つまち

自然環境と良好な
住宅地が共生するまち

川と杜をとりこんだ
良好なまち

ウォーターフロントとして多様な
交流を育む開放的なまち

都心的機能を持った
にぎわいのあるまち

良好な生活文化を持った
風格ある海辺のまち
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2． 地域別の取組方針
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2-1

『中心市街地地域』の都市づくりの方向2-1
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資料：平成 29 年度（2017 年度）
        茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書

（注）平成 27 年（2015 年）国勢調査を基に推計しています。
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2-1-1　地域特性

⃝中心市街地地域は、地区の約 41％強が
住宅用地、工業・運輸用地が 19％弱、
商業用地が 9％弱を占めており、工業・
運輸用地、商業用地の割合が高い地域
となっています。

⃝茅ケ崎駅を中心に商業系用途地域となっ
ており、その周囲を住居系用途地域、
工業系用途地域が囲む都市形態となっ
ています。また、行政機能が集約する
地域となっています。

⃝公共交通では、茅ケ崎駅、北茅ケ崎駅
の鉄道駅があり、中でも茅ケ崎駅から各
方面へバス路線が整備されているととも
に、コミュニティバスえぼし号の路線も
整備されており、公共交通の中心となっ
ています。

⃝年齢別人口構成は、25 ～ 50 歳代と 0
～ 4 歳が全市平均を上回っており、子
育て世代が多く居住している状況です。

◆年齢別人口の構成（平成 27 年（2015 年））◆

◆土地利用構成割合（平成 27 年（2015 年））◆

（注）四捨五入の端数処理をしているため合計が 100％に
       ならない場合があります。

◆参考　将来人口の推移◆

◆建物用途別床面積割合（平成 27 年（2015 年））◆

資料：平成 27 年（2015 年）国勢調査
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都 心 的 機 能 を 持 っ た に ぎ わ い の あ る ま ち

2-1-2　地域の将来像

⃝住宅地・工業地・商業地等多様な機能が配置されたにぎわいのあるまちを目指します。

⃝茅ケ崎駅周辺には、様々なニーズに対応した買い物や食事等ができる商業施設を中心に、
官公庁、文化施設、医療施設、保育施設等業務・サービス機能が集約され、子育て世代
をはじめとした多様な世代に配慮された茅ヶ崎市の顔となる拠点の形成を目指します。

⃝茅ケ崎駅周辺は、誰もが安全に安心して歩いて買い物や食事等に行ける環境の整備をす
るとともに、人々が集い・休憩等ができ、人と人とがつながり、にぎわう空間の整備を誘
導することで、まちに居ることが楽しくなるまちを目指します。

◆中心市街地地域整備方針図◆
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2-1-3　都市づくりの方針

（１）地域特性を生かした都市づくり
○地域に根ざした文化を生かした都市づくり
⃝多様な機能を持つ本地域は、住民・商業者・事業者等様々な人々が都市づくりの主体と

なり、かつ、連携しながら、生活の中で築き上げてきた文化を踏まえ、まちの過ごしやす
さの向上を目指します。

⃝市街地を流れる千ノ川の整備・保全を進めます。

⃝住民一人ひとりが都市づくりの主体となり、地区計画等の都市計画制度や建築協定等を活
用し、良好な住環境の維持・向上を目指します。

⃝茅ケ崎駅周辺については、市民生活を支える商業・サービスの機能を充実するとともに文
化施設や医療施設等の多様な機能を持つ市街地の維持・向上を目指します。

⃝北茅ケ崎駅に近接する工業地は、操業環境の維持・向上を促進し、工業地としての機能
維持に努めます。

⃝工場や大規模施設等の跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の
変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。

（２）足を運びたくなる拠点の形成
○都市機能の集約の促進
⃝茅ケ崎駅周辺は、都市基盤の整備や土地の高度利用を促進し、商業・サービス機能等の

多様な都市機能の充実に努めます。

⃝市役所周辺の行政拠点地区は、中心市街地の活性化と市民生活の利便性の増進を図るた
め、都市計画制度の活用等を行いながら、行政や防災、文化教育機能の充実を進めます。

○訪れたくなる環境づくり
⃝茅ケ崎駅周辺は、建物更新に併せて、敷地の共同化※等により公共空地の創出を図り、人

と人との交流が生まれるような居心地の良い空間の整備を目指します。

⃝茅ヶ崎市役所庁舎跡地の広場整備や中央公園の再整備では、魅力ある憩いの空間の整備
を進め、人々が訪れたくなる拠点の形成を目指します。

⃝茅ヶ崎市役所庁舎跡地の広場や中央公園では、自然とのふれあいやレクリエーション等を
通じて、人と人との交流を育む場の形成を目指します。

土地利用

※敷地の共同化：2 人以上の地権者が敷地を一体化して、建築物等を整備すること。
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり
○道路網等の整備と維持管理
⃝周辺市町をつなぐ道路である東海岸寒川線（一中通り）や中海岸寒川線の整備に努めます。

⃝主要な施設を結ぶ道路である新国道線の整備を進めることにより、住宅地内の通過交通
車両を抑制し、良好な住環境の保全に努めます。

⃝茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路である新国道線の整備を進める
とともに、東海岸寒川線（一中通り）や中海岸寒川線の整備に努めます。

⃝幹線道路等を補完する道路である市道 0210 号線（梅田通り）の整備に努めます。

⃝道路の計画的な維持管理や橋梁
りょう

の長寿命化を進めます。

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成
○乗合交通の利便性向上
⃝交通事業者及び近隣市町等と連携し、環境面への配慮及びユニバーサルデザインの視点

を踏まえ、だれもが利用のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。

⃝北茅ケ崎駅のバリアフリー化等に向けた取組を進めます。

⃝茅ケ崎駅及び北茅ケ崎駅では、乗合交通の運行経路等のわかりやすい情報案内を通して、
気軽に外出できる環境づくりを進めます。

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成
○乗合交通に関する取組
⃝ PR や利用促進キャンペーン等を通じて、乗るきっかけを提供することにより利用者の増加

を目指します。

○歩行者空間・自転車利用環境の整備
⃝歩道のバリアフリー化やベンチ等の休憩施設の設置等、歩行者が利用しやすく、歩きたく

なる歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続
性のある歩行者空間の形成に努めます。

⃝茅ケ崎駅及び北茅ケ崎駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基づくバリ
アフリー化等、安心して歩行者が通行することができる環境整備を進めます。

⃝「第 2 次ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備を行うことで風を感じ
る空間づくり並びに自転車の有効活用及び利用促進を図ることで暮らしを楽しむ仕組みづ
くりに努めます。

⃝交通事故の起きないまちを目指して、歩行者及び自転車利用者等にとって安全な道づくり
を進めるとともに、警察等関係機関と連携をとりながら、交通規制及びルール啓発等安全
対策を進めます。

⃝駅周辺及び商業施設周辺に小規模な自転車駐車場等の設置を促進し、自転車等の利用者
の利便性向上を目指すとともに、放置自転車の規制に努めます。

交通体系整備
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実
○身近なみどりの充実
⃝公園や市街地の樹林、市民緑地、街路樹等の様々なみどりを保全・再生・創出すること

で、豊かな生活を送ることができる都市づくりを進めます。また、生物多様性への配慮を
目指します。

⃝みどり豊かな空間を創出することで、都市拠点のみどりについて人が集まりにぎわいが生
まれるよう、緑化を促進します。

○立地ごとのみどりの充実
⃝千ノ川は、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどりとの連続

性を高めることで、みどりのネットワークの形成を目指します。

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどりの充実
⃝みどりの防災・減災機能に着目し、延焼遅延効果を持つ街路樹や市街地の樹林等の保全

を進めます。

○歴史と文化が息づくみどりの充実
⃝本市の景観を形成する旧街道や明治期以降に建てられた別荘地の面影を残すマツ林等の

保全・再生に努めます。

（２）生きものが生息・生育するみどりの確保
○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成
⃝千ノ川やまちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊かな生活を支えるとともに、生き

ものが生息・生育するために重要なものであるため、将来にわたり持続性のあるみどりと
して保全・再生を進めます。

（３）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり
○多様な主体との連携
⃝市街地の緑地や公園等、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、

人と人とが出会う機会の創出を目指します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、緑化推進や維持管理のための情報提供や支援策の充
実に努め、みどりと人々が出会う市民参加の仕組みの構築を目指します。

⃝みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成の仕組みの構築や、事業者や
学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取組を進めるための環境教育の場の創
出を目指します。

自然環境保全・緑地整備

88



（１）景観資源と眺望の保全と継承
○景観資源の保全
⃝高砂緑地や美術館周辺に残された貴重なみどり豊かな景観を保全し、次世代への継承を

目指します。

○眺望景観の保全
⃝景観ポイントや眺望点の定点観測や景観の事前検証を行い、落ち着きと風格のある魅力

的な眺望の保全を進めます。

（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出
○魅力ある公開空地や公共空間の創出
⃝「茅ヶ崎市景観計画」に基づき、市役所周辺や茅ケ崎駅周辺の整備、開発行為に併せて、

緑陰空間※やベンチの設置等、人が集い、にぎわいが生まれる空間づくりを進めます。

⃝海岸の雰囲気を伝え、公共交通が利用しやすい茅ケ崎駅前広場へ再整備するとともに、
愛称道路沿道については、海の雰囲気や店が作り出す個性あふれる、にぎわいのある沿
道景観の形成を進めます。

（３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出
○街なみに調和し、魅力あるサインの整備
⃝茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制・誘導を進めます。

⃝茅ケ崎駅北口周辺特別景観まちづくり地区等の景観上重要な地域については、各地区の
景観まちづくりの方針に基づき、広告物の形態を誘導します。

⃝「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」に基づき、茅ケ崎駅前広場は、ユニバーサルデザイ
ンに配慮するとともに、住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことが
できるように、「歩きたい、出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築
⃝景観形成上特に重要な愛称道路の景観資源を活用し、地域の魅力を高める取組を検討し

ます。

⃝市民・事業者・行政の協働により、景観に関する講習会や景観まちづくりアドバイザーの
派遣等を活用して、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。

都市景観形成

※緑陰空間：木の青葉が茂ってできる日陰、木陰（緑陰）が整備された空間のこと。
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住環境整備

（１）快適な住環境の形成
○良好な住環境の形成
⃝高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備を目指します。

⃝まちなかのオープンスペースや小・中学校等の公共施設の活用により、人々の交流の場
づくりを目指します。

○空き家・空き地等への施策推進
⃝空き家・空き地等の発生予防及び適切な管理、空き家等及び除却した空き家等の跡地の

利活用を進めます。

○快適な住環境を支える都市基盤整備の推進継続
⃝道路・下水道・公園等の都市基盤の整備や維持管理を引き続き進めます。

⃝狭隘
あい

道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。

⃝公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域においては、住宅等の排水
設備の接続を促進します。

⃝日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を未然に防
ぎ、下水道サービスを常に確保するため、「茅ヶ崎市公共下水道施設維持管理計画」に基
づき、老朽化した管路やポンプ場等下水道施設の計画的な改築に努めます。

⃝公園の整備にあたっては、公園が不足し充実が求められる地域へ、クラスター（延焼運命
共同体）の状況や空き地の分布状況を踏まえながら適切な配置を検討します。

⃝公園の施設については、「茅ヶ崎市公園施設長寿命化計画」を策定し、維持管理を進めます。

（２）安心して住み続けられる住環境の形成
○地域の見守りの推進
⃝犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する住民による見守りを促進します。

○セーフティネットの構築
⃝高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る

情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指します。

○住宅改善と良質な住宅供給の促進
⃝大規模地震に備え、住宅の耐震化や不燃化等に関して必要な支援や制度の導入を促進し

ます。

⃝建築物については、耐震化や不燃化、バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐久
性や省エネルギー等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。
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都市防災

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり
○地震に強い都市基盤の整備
⃝災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、道路の計画的な維持管理や橋

梁
りょう

の長寿命化を進めます。

⃝災害時の被害の軽減や被災後の迅速な復旧、物資供給等のため、重要な役割を果たす緊
急輸送路を補完する道路である東海岸寒川線（一中通り）の整備に努めます。

⃝災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働きか
け、住民の協力を得ながら順次狭隘

あい
道路の解消に努めます。

⃝避難所や医療拠点等から柳島水再生センターを結ぶ管路や緊急輸送路に埋設された管路
等の地震対策を進めます。

⃝倒壊の危険性が高い公共建築物の地震対策を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多
くの人が利用する建築物等の地震対策を促進します。

 ○雨に強い都市基盤の整備
⃝浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠

きょ
やポンプ場の整備、市が管理する千ノ川

の整備を、下流側の河川の整備状況を踏まえて進めます。また、宅地内雨水の流出抑制
の対策を促進します。

○災害情報の伝達体制の整備
⃝市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線・防災ラジオ・電子メール・

ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。

○災害に備えた機能の整備
⃝災害時の応急対策活動を行ううえで重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災

害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。

⃝災害による被害を軽減するため、地震や津波、クラスター（延焼運命共同体）内における
延焼火災、洪水等の災害種別に応じた避難所・避難場所や延焼遮断帯等の防災上の空間
の確保や機能の拡充に努めます。

⃝大規模な開発や土地利用転換等に際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への
防災効果を踏まえた計画への誘導を目指します。

⃝災害時でも最低限の事業活動や生活の継続を図るために、エネルギー供給の確保を働き
かけるとともに、早期復旧を目指します。
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（３）自助・共助による取組の促進
○一人ひとりの防災意識の向上
⃝日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化

等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知
を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。

○地域と取り組む防災対策
⃝災害対策地区防災拠点打合会や地区防災訓練等の機会を通じて、避難所の円滑な開設や

運営を行う体制の構築を目指します。

⃝茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動
要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。

⃝いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防
災訓練の実施等の地域の防災活動を支援します。

（２）被災後の復興に向けた取組の推進
○復興準備に取り組む体制の構築
⃝平常時から市民や事業者、各種団体、学校、行政等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。

⃝大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的な情報（官民境界等）の整備
を進めます。
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『南東部地域』の都市づくりの方向2-2
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資料：平成 29 年度（2017 年度）
        茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書

資料：平成 27 年（2015 年）国勢調査
（注）四捨五入の端数処理をしているため合計が 100％に
       ならない場合があります。

（注）平成 27 年（2015 年）国勢調査を基に推計しています。
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2-2-1　地域特性

⃝南東部地域は、地区の約 60％を住宅用
地、公園等が 5％強、商業用地が 2％強
を占めており、住宅用地の割合が高い
地域となっています。

⃝辻堂駅周辺には商業施設が立地してお
り、地域の南部には、海岸や砂防林が
広がっています。

⃝公共交通では、辻堂駅から各方面へバ
ス路線が整備されているとともに、コミュ
ニティバスえぼし号の路線が整備されて
おり、公共交通中心の交通体系となって
います。

⃝年齢別人口構成は、40 ～ 50 歳代と 0
～ 10 歳代が全市平均を上回っており、
子育て世代が多く居住している状況で
す。また、80 歳代以上も全市平均と比
較して若干、上回っている状況です。

◆年齢別人口の構成（平成 27 年（2015 年））◆

◆土地利用構成割合（平成 27 年（2015 年））◆

◆参考　将来人口の推移◆

◆建物用途別床面積割合（平成 27 年（2015 年））◆
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良 好 な 生 活 文 化 を 持 っ た 風 格 あ る 海 辺 の ま ち

2-2-2　地域の将来像

⃝�別荘地として選ばれてきた風土を継承しながら、低層住宅を中心とした風格ある閑静な住
宅があるまちを目指します。

⃝海岸では潮風を感じ、街なかでは古くから残された緑地や街路樹等様々なみどりを感じら
れる、立地ごとのみどりが充実したまちを目指します。

⃝辻堂駅周辺の新しい商業やサービス機能と昔ながらの商店街が調和し、便利でにぎわい
のあるまちを目指します。

⃝海辺では、のんびりとリラックスし、マリンレジャー等思い思いの時間を過ごせる、にぎわ
いと和みのある空間の創造を目指します。

東海道本線

周辺地区
松浪小学校

松浪中学校

り
通
竹
浜

(
)

り
通
園
学

線
赤
中
田
和
小

賀浜須
中学校 平和町公園    平和学園

（アレセイア湘南）

柳島小和田線(鉄砲道)り
通
ン
エ
チ
ラ線

川
寒
岸
海
東

り
通
中
一

(
)

浜須賀小学校 小学校
浜緑が

小和田浜公園

公園湘南海岸国道１３４号

ヘッドランド周辺

小学校汐見台
汐見台公園

(県)戸塚茅ヶ崎線

◆南東部地域整備方針図◆
凡　　　例

河 川

環 状 道 路

主要幹線(計画・構想)
主 要 幹 線
自 動 車 専 用 道 路

農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
低 中 層 住 居 ゾ ーン
低 層 住 居 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

景 観 拠 点

交 流 拠 点

都 市 拠 点

生 活・防 災 の 機 能
を 持 つ 拠 点

そ の 他 道 路

沿 道 施 設 ゾ ー ン
鉄 道

市 街 化 区 域

行 政 文 化 施 設

都市幹線(計画・構想) その他道路(計画・構想)
都 市 幹 線
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2-2-3　都市づくりの方針

（１）地域特性を生かした都市づくり
○地域に根ざした文化を生かした都市づくり
⃝潮風を感じる閑静な住宅地である本地域は、人々が築き上げてきた文化を踏まえ、まちの

過ごしやすさの向上を目指します。

⃝本市の象徴的な自然環境を形成する海岸等の整備・保全を目指します。

⃝住民一人ひとりが都市づくりの主体となり、地区計画等の都市計画制度や建築協定等を活
用し、良好な住環境の維持・向上を目指します。

⃝住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業施設等の維持・整備を目指します。

⃝工場や大規模施設等の跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の
変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。

（２）足を運びたくなる拠点の形成
○都市機能の集約の促進
⃝辻堂駅周辺の都市拠点は、藤沢市の都市づくりと連携しながら、商業・サービス機能・行

政機能等の保全や向上を目指します。

○訪れたくなる環境づくり
⃝ヘッドランド周辺では、自然とのふれあいやレクリエーション等を通じて、人と人との交流を

育む場の形成を目指します。

土地利用

（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり
○道路網等の整備と維持管理
⃝周辺市町をつなぐ道路である東海岸寒川線（一中通り）の整備に努めます。

⃝主要な施設を結ぶ道路の整備により、住宅地内の通過交通車両を抑制し、良好な住環境
の保全に努めます。

⃝茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路である東海岸寒川線（一中通り）
の整備に努めます。

⃝道路の計画的な維持管理を進めます。

交通体系整備
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（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成
○乗合交通の利便性向上
⃝交通事業者及び近隣市町等と連携し、環境面への配慮及びユニバーサルデザインの視点

を踏まえ、だれもが利用のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。

⃝辻堂駅では、乗合交通の運行経路等のわかりやすい情報案内を通して、気軽に外出でき
る環境づくりを進めます。

⃝サイクルアンドバスライドの設置やバス停の整備等、乗合交通への乗り換えの利便性の向
上に努めます。

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成
○乗合交通に関する取組
⃝ PR や利用促進キャンペーン等を通じて、乗るきっかけを提供することにより利用者の増加

を目指します。

○歩行者空間・自転車利用環境の整備
⃝歩道のバリアフリー化やベンチ等の休憩施設の設置等、歩行者が利用しやすく、歩きたく

なる歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続
性のある歩行者空間の形成に努めます。

⃝辻堂駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」において整備促進地区として
定められており、公共ガイドラインに基づくサイン等の整備等、安心して歩行者が通行す
ることができる環境整備を進めます。

⃝「第 2 次ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備を行うことで風を感じ
る空間づくり並びに自転車の有効活用及び利用促進を図ることで暮らしを楽しむ仕組みづ
くりに努めます。

⃝交通事故の起きないまちを目指して、歩行者及び自転車利用者等にとって安全な道づくり
を進めるとともに、警察等関係機関と連携をとりながら、交通規制及びルール啓発等安全
対策を進めます。

⃝駅周辺及び商業施設周辺に小規模な自転車駐車場等の設置を促進し、自転車等の利用者
の利便性向上を目指すとともに、放置自転車の規制に努めます。
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実
○身近なみどりの充実
⃝公園や市街地の樹林、市民緑地、街路樹等の様々なみどりを保全・再生・創出すること

で、豊かな生活を送ることができる都市づくりを進めます。また、生物多様性への配慮を
目指します。

⃝みどり豊かな空間を創出することで、都市拠点のみどりについて人が集まりにぎわいが生
まれるよう、緑化を促進します。

○立地ごとのみどりの充実
⃝海浜植物等海岸固有の生きものが生息・生育する海岸環境を、生物多様性に配慮しながら、

保全・再生を進めます。また、茅ヶ崎の個性ある海岸の景観を構成し、潮風や飛砂の害を
防ぐ湘南海岸砂防林を県と連携を図り、保全を進めます。

⃝農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災や生きものの生息・生育空間、景
観形成、環境学習、レクリエーションの場等の多面的な機能を持つ農地の確保に努めます。

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどりの充実
⃝みどりの防災・減災機能に着目し、生産緑地等の保全や延焼遅延効果を持つ街路樹や市

街地の樹林等の保全を進めます。

○歴史と文化が息づくみどりの充実
⃝本市の景観を形成する旧街道や明治期以降に建てられた別荘地の面影を残すマツ林等の

保全・再生に努めます。

（２）生きものが生息・生育するみどりの確保
○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成
⃝海岸やまちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊かな生活を支えるとともに、生きも

のが生息・生育するために重要なものであるため、将来にわたり持続性のあるみどりとし
て保全・再生を進めます。

（３）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり
○多様な主体との連携
⃝自然環境や公園等、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と

人とが出会う機会の創出を目指します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、緑化推進や維持管理のための情報提供や支援策の充
実に努め、みどりと人々が出会う市民参加の仕組みの構築を目指します。

⃝みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成の仕組みの構築や、事業者や
学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取組を進めるための環境教育の場の創
出を目指します。

自然環境保全・緑地整備
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（１）景観資源と眺望の保全と継承
○景観資源の保全
⃝�菱沼海岸や国道 134 号に架かる歩道橋からの眺望、サーフィンスポット等、海の空気と文

化を感じる景観資源を保全し、次世代への継承を目指します。

○眺望景観の保全
⃝景観ポイントや眺望点の定点観測や景観の事前検証を行い、富士山やえぼし岩等魅力あ

る眺望の保全を進めます。

（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出
○魅力ある公開空地や公共空間の創出
⃝「茅ヶ崎市景観計画」に基づき、交流拠点の整備や開発行為に併せて、海岸地域の文化

を体感・発信する公共空間づくりを進めます。

（３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出
○街なみに調和し、魅力あるサインの整備
⃝茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制・誘導を進めます。

⃝「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」に基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、
住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことができるように、「歩きたい、
出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築
⃝歴史的価値のある建築物や、旧別荘地の面影を残す緑地や樹林、景観形成上特に重要な

愛称道路の景観資源を活用し、地域の魅力を高める取組を検討します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、景観に関する講習会や景観まちづくりアドバイザーの
派遣等を活用して、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。

都市景観形成
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住環境整備

（１）快適な住環境の形成
○良好な住環境の形成
⃝高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備を目指します。

⃝まちなかのオープンスペースや地域の公民館、小・中学校等の公共施設の活用により、人々
の交流の場づくりを目指します。

○空き家・空き地等への施策推進
⃝空き家・空き地等の発生予防及び適切な管理、空き家等及び除却した空き家等の跡地の

利活用を進めます。

○快適な住環境を支える都市基盤整備の推進継続
⃝道路・下水道・公園等の都市基盤の整備や維持管理を引き続き進めます。

⃝狭隘
あい

道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。

⃝日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を未然に防
ぎ、下水道サービスを常に確保するため、「茅ヶ崎市公共下水道施設維持管理計画」に基
づき、老朽化した管路やポンプ場等下水道施設の計画的な改築に努めます。

⃝公園の整備にあたっては、公園が不足し充実が求められる地域へ、クラスター（延焼運命
共同体）の状況や空き地の分布状況を踏まえながら適切な配置を検討します。

⃝公園の施設については、「茅ヶ崎市公園施設長寿命化計画」を策定し、維持管理を進めます。

（２）安心して住み続けられる住環境の形成
○地域の見守りの推進
⃝犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する住民による見守りを促進します。

○セーフティネットの構築
⃝高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る

情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指します。

○住宅改善と良質な住宅供給の促進
⃝大規模地震に備え、住宅の耐震化や不燃化等に関して必要な支援や制度の導入を促進し

ます。

⃝建築物については、耐震化や不燃化、バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐
久性や省エネルギー等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。
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都市防災

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり
○地震に強い都市基盤の整備
⃝災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、道路の計画的な維持管理を進

めます。

⃝災害時の被害の軽減や被災後の迅速な復旧、物資供給等のため、重要な役割を果たす緊
急輸送路を補完する道路である東海岸寒川線（一中通り）の整備に努めます。

⃝災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働きか
け、住民の協力を得ながら順次狭隘

あい
道路の解消に努めます。

⃝避難所や医療拠点等から柳島水再生センターを結ぶ管路や緊急輸送路に埋設された管路
等の地震対策を進めます。

⃝倒壊の危険性が高い公共建築物の地震対策を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多
くの人が利用する建築物等の地震対策を促進します。

○雨に強い都市基盤の整備
⃝浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠

きょ
の整備を進めます。また、宅地内雨水の

流出抑制の対策を促進します。

○災害情報の伝達体制の整備
⃝市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線・防災ラジオ・電子メール・

ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。

○災害に備えた機能の整備
⃝災害時の応急対策活動を行ううえで重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災

害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。

⃝災害による被害を軽減するため、地震や津波、クラスター（延焼運命共同体）内における
延焼火災、洪水等の災害種別に応じた避難所・避難場所や延焼遮断帯等の防災上の空間
の確保や機能の拡充に努めます。

⃝大規模な開発や土地利用転換等に際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への
防災効果を踏まえた計画への誘導を目指します。

⃝災害時でも最低限の事業活動や生活の継続を図るために、エネルギー供給の確保を働き
かけるとともに、早期復旧を目指します。
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（２）被災後の復興に向けた取組の推進
○復興準備に取り組む体制の構築
⃝平常時から市民や事業者、各種団体、学校、行政等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。

⃝地籍調査を実施し、大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的な情報（官
民境界等）の整備を進めます。

（３）自助・共助による取組の促進
○一人ひとりの防災意識の向上
⃝日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化

等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知
を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。

○地域と取り組む防災対策
⃝災害対策地区防災拠点打合会や地区防災訓練等の機会を通じて、避難所の円滑な開設や

運営を行う体制の構築を目指します。

⃝茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動
要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。

⃝いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防
災訓練の実施等の地域の防災活動を支援します。
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『南西部地域』の都市づくりの方向2-3
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資料：平成 29 年度（2017 年度）
        茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書

（注）四捨五入の端数処理をしているため合計が 100％に
       ならない場合があります。

（注）平成 27 年（2015 年）国勢調査を基に推計しています。
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2-3-1　地域特性

⃝南西部地域は、地区の 40％弱を住宅用地、
公園等が 8％弱、公共・公益用地が 7％を
占めており、公園等や公共・公益用地の
割合が高い地域となっています。

⃝東海道本線南側に住居系用途地域が広
がっています。相模川河口部は市街化
調整区域となっており、柳島キャンプ場、
柳島スポーツ公園及びゴルフ場等が立地
しています。

⃝道路では、国道 1 号、柳島小和田線（鉄
砲道）、国道 134 号が東西方向に、東
海岸寒川線（一中通り）、（県）茅ヶ崎停
車場茅ヶ崎線（雄三通り）、（県）柳島寒
川線（産業道路）が南北方向に走って
います。国道 134 号では 4 車線化が完
了するとともに、さがみ縦貫道路の開通
により、広域的な交通の利便性が高まる
中、道の駅の整備が進められています。

⃝年齢別人口構成は、20 ～ 30 歳代が全
市平均を下回り、40 ～ 50 歳代が全市
平均を上回っています。また、75 歳以
上も全市平均を上回っている状況です。

◆年齢別人口の構成（平成 27 年（2015 年））◆

◆土地利用構成割合（平成 27 年（2015 年））◆

◆参考　将来人口の推移◆

◆建物用途別床面積割合（平成 27 年（2015 年））◆

資料：平成 27 年（2015 年）国勢調査
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ウォー タ ー フ ロ ントとし て 多 様 な 交 流 を 育 む 開 放 的 な ま ち

2-3-2　地域の将来像

⃝海や河川等の自然環境の中、近世から現在まで続く人々の営みが育んだ歴史や文化を継
承し、海や河川等を感じることができるまちを目指します。

⃝浜見平地区や柳島向河原地区等の新しい拠点からは、地域の文化を発信し、市内外から
人々が訪れ、海辺の玄関口として新たな交流、にぎわいの創出を目指します。

⃝生活・防災を支える公園や新しい商業施設、昔ながらの商店が共存し、子どもからお年寄
りに配慮した多様な世代の暮らしができるまちを目指します。
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2-3-3　都市づくりの方針

（１）地域特性を生かした都市づくり
○地域に根ざした文化を生かした都市づくり
⃝海・河川等の自然環境や、人が多く集まる浜見平地区・柳島向河原地区等の新しい拠点

を有する本地域は、現在まで続く人々の営みが育んだ歴史や文化を踏まえ、まちの過ごし
やすさの向上を目指します。

⃝本市の象徴的な自然環境を形成する河川や海岸、農地等の整備・保全を目指します。

⃝住民一人ひとりが都市づくりの主体となり、地区計画等の都市計画制度や建築協定等を活
用し、良好な住環境の維持・向上を目指します。

⃝住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業施設等の維持・整備を目指します。

⃝東海道本線沿線の工業地については、操業環境の維持・向上を促進し、既存の工業地と
しての機能維持に努めます。

⃝工場や大規模施設等の跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の
変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。

（２）足を運びたくなる拠点の形成
○都市機能の集約の促進
⃝浜見平地区は南西部地域の拠点として、多様な世代がいきいきと暮らし続けられるよう生

活の利便性向上や防災機能の向上を促進します。

○訪れたくなる環境づくり
⃝浜見平地区やその他の交流拠点は、魅力ある空間の整備を進めることにより、人々が訪れ

たくなる拠点の形成を目指します。

⃝さがみ縦貫道路等の広域的な幹線道路に近接する柳島向河原地区・柳島海岸周辺は、自
然とのふれあいやレクリエーション、さらには茅ヶ崎市の情報発信を通して市内外から人が
集まり、人と人との交流を育む拠点を目指します。

⃝ヘッドランド周辺等の海岸では、自然とのふれあいやレクリエーション等を通じて、人と人
との交流を育む場の形成を目指します。

⃝浜降祭や漁港等の地域文化を伝承してきた中海岸漁港地区は、富士山や海を見ながら散
策できる市民の憩いの場とするとともに、文化や観光、商業機能の適切な誘導を図り、訪
れる人が楽しむことができる場の形成を目指します。

土地利用
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり
○道路網等の整備と維持管理
⃝周辺市町をつなぐ道路である東海岸寒川線（一中通り）や中海岸寒川線の整備を目指します。

⃝主要な施設を結ぶ道路の整備により、住宅地内の通過交通車両を抑制し、良好な住環境
の保全に努めます。

⃝茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路である中海岸寒川線の整備に努
めます。

⃝道路の計画的な維持管理や橋梁
りょう

の長寿命化を進めます。

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成
○乗合交通の利便性向上
⃝地域の交通の特性を考慮し、その地域に適した乗合交通のあり方を検討します。

⃝交通事業者や近隣市町等と連携するとともに、既存の公共手段にとらわれることのない便
利な乗合交通環境となるよう努めます。

⃝浜見平地区では、乗合交通の運行経路等のわかりやすい情報案内を通して、気軽に外出
できる環境づくりを進めます。

⃝サイクルアンドバスライドの設置やバス停の整備等、乗合交通への乗り換えの利便性の向
上に努めます。

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成
○乗合交通に関する取組
⃝ PR や利用促進キャンペーン等を通じて、乗るきっかけを提供することにより利用者の増加

を目指します。

○歩行者空間・自転車利用環境の整備
⃝歩道のバリアフリー化やベンチ等の休憩施設の設置等、歩行者が利用しやすく、歩きたく

なる歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続
性のある歩行者空間の形成に努めます。

⃝「第 2 次ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備を行うことで風を感じ
る空間づくり並びに自転車の有効活用及び利用促進を図ることで暮らしを楽しむ仕組みづ
くりに努めます。

⃝交通事故の起きないまちを目指して、歩行者及び自転車利用者等にとって安全な道づくり
を進めるとともに、警察等関係機関と連携をとりながら、交通規制及びルール啓発等安全
対策を進めます。

交通体系整備

第
４
章　
地
域
別
構
想
　
　
南
西
部
地
域

2-3

107



（１）人々が身近にふれあうみどりの充実
○身近なみどりの充実
⃝公園や市街地の樹林、市民緑地、街路樹等の様々なみどりを保全・再生・創出することで、豊

かな生活を送ることができる都市づくりを進めます。また、生物多様性への配慮を目指します。

○立地ごとのみどりの充実
⃝小出川や千ノ川は、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどり

との連続性を高めることで、みどりのネットワークの形成を目指します。

⃝海浜植物等海岸固有の生きものが生息・生育する海岸環境を、生物多様性に配慮しながら、
保全・再生を進めます。また、茅ヶ崎の個性ある海岸の景観を構成し、潮風や飛砂の害を
防ぐ湘南海岸砂防林を県と連携を図り、保全を進めます。

⃝農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災や生きものの生息・生育空間、景
観形成、環境学習、レクリエーションの場等の多面的な機能を持つ農地の保全を進めます。

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどりの充実
⃝みどりの防災・減災機能に着目し、延焼遅延効果を持つ街路樹や市街地の樹林等の保全

を進めます。

○歴史と文化が息づくみどりの充実
⃝本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり、明治期以降に建てられた別荘地の面影を

残すマツ林等の保全・再生に努めます。

（２）生きものが生息・生育するみどりの確保
○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成
⃝小出川や千ノ川、海岸、農地、まちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊かな生活

を支えるとともに、生きものが生息・生育するために重要なものであるため、将来にわた
り持続性のあるみどりとして保全・再生を進めます。

⃝生物多様性の保全のため、自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付
けられた柳島の海岸等を生態系ネットワークの核（コア）として保全を進めます。

（３）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり
○多様な主体との連携
⃝自然環境や公園等、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と

人とが出会う機会の創出を目指します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、緑化推進や維持管理のための情報提供や支援策の充
実に努め、みどりと人々が出会う市民参加の仕組みの構築を目指します。

⃝みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成の仕組みの構築や、事業者や
学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取組を進めるための環境教育の場の創
出を目指します。

自然環境保全・緑地整備
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（１）景観資源と眺望の保全と継承
○景観資源の保全
⃝氷室邸や旧南湖院第一病舎、旧藤間家住宅等の歴史的価値のある建造物や、サザンビー

チ・ヘッドランドからの眺望等、海の空気と文化を感じる景観資源を保全し、次世代への
継承を目指します。

○眺望景観の保全
⃝景観ポイントや眺望点の定点観測や景観の事前検証を行い、富士山やえぼし岩等魅力あ

る眺望の保全を進めます。

（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出
○魅力ある公開空地や公共空間の創出
⃝「茅ヶ崎市景観計画」に基づき、浜見平地区や道の駅等の新たな拠点づくりに併せて、

海岸地域の文化を体感・発信する公共空間づくりを進めます。

（３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出
○街なみに調和し、魅力あるサインの整備
⃝茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制・誘導を進めます。

⃝浜見平地区特別景観まちづくり地区や茅ヶ崎海岸・漁港周辺特別景観まちづくり地区等の
景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告物の形態
を誘導します。

⃝「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」に基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、
住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことができるように、「歩きたい、
出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築
⃝氷室邸や旧南湖院第一病舎、旧藤間家住宅等の歴史的価値のある建築物や景観形成上特

に重要な愛称道路の景観資源を活用し、地域の魅力を高める取組を検討します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、景観に関する講習会や景観まちづくりアドバイザーの
派遣等を活用して、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。

都市景観形成
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住環境整備

（１）快適な住環境の形成
○良好な住環境の形成
⃝高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備を目指します。

⃝まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校等の公共施
設の活用により、人々の交流の場づくりを目指します。

○空き家・空き地等への施策推進
⃝空き家・空き地等の発生予防及び適切な管理、空き家等及び除却した空き家等の跡地の

利活用を進めます。

○快適な住環境を支える都市基盤整備の推進継続
⃝道路・下水道・公園等の都市基盤の整備や維持管理を引き続き進めます。

⃝狭隘
あい

道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。

⃝市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域に
おいては、住宅等の排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処
理浄化槽の設置を支援するとともに、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）
の整備に努めます。

⃝日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を未然に防
ぎ、下水道サービスを常に確保するため、「茅ヶ崎市公共下水道施設維持管理計画」に基
づき、老朽化した管路やポンプ場等下水道施設の計画的な改築に努めます。

⃝公園の整備にあたっては、公園が不足し充実が求められる地域へ、クラスター（延焼運命
共同体）の状況や空き地の分布状況を踏まえながら適切な配置を検討します。

⃝公園の施設については、「茅ヶ崎市公園施設長寿命化計画」を策定し、維持管理を進めます。

（２）安心して住み続けられる住環境の形成
○地域の見守りの推進
⃝犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する住民による見守りを促進します。

○セーフティネットの構築
⃝高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る

情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指します。

○住宅改善と良質な住宅供給の促進
⃝大規模地震に備え、住宅の耐震化や不燃化等に関して必要な支援や制度の導入を促進し

ます。

⃝建築物については、耐震化や不燃化、バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐
久性や省エネルギー等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。
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都市防災

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり
○地震に強い都市基盤の整備
⃝災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、道路の計画的な維持管理や橋

梁
りょう

の長寿命化を進めます。

⃝災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働きか
け、住民の協力を得ながら順次狭隘

あい
道路の解消に努めます。

⃝避難所や医療拠点等から柳島水再生センターを結ぶ管路や緊急輸送路に埋設された管路
等の地震対策を進めます。また、県が進める柳島水再生センターの地震対策についても、
連携を図り進めます。

⃝倒壊の危険性が高い公共建築物の地震対策を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多
くの人が利用する建築物等の地震対策を促進します。

○雨に強い都市基盤の整備
⃝隣接する自治体や国、県との連携により、相模川や小出川の河川改修や適正管理を進め

ます。

⃝浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠
きょ

やポンプ場の整備を進めます。また、宅
地内雨水の流出抑制の対策を促進します。

○災害情報の伝達体制の整備
⃝市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線・防災ラジオ・電子メー

ル・ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。

○災害に備えた機能の整備
⃝災害時の応急対策活動を行ううえで重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災

害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。

⃝災害による被害を軽減するため、地震や津波、クラスター（延焼運命共同体）内における
延焼火災、洪水等の災害種別に応じた避難所・避難場所や延焼遮断帯等の防災上の空間
の確保や機能の拡充に努めます。

⃝大規模な開発や土地利用転換等に際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への
防災効果を踏まえた計画への誘導を目指します。

⃝災害時でも最低限の事業活動や生活の継続を図るために、エネルギー供給の確保を働き
かけるとともに、早期復旧を目指します。
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（３）自助・共助による取組の促進
○一人ひとりの防災意識の向上
⃝日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化

等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知
を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。

○地域と取り組む防災対策
⃝災害対策地区防災拠点打合会や地区防災訓練等の機会を通じて、避難所の円滑な開設や

運営を行う体制の構築を目指します。

⃝茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動
要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。

⃝いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防
災訓練の実施等の地域の防災活動を支援します。

（２）被災後の復興に向けた取組の推進
○復興準備に取り組む体制の構築
⃝平常時から市民や事業者、各種団体、学校、行政等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。

⃝地籍調査を実施し、大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的な情報（官
民境界等）の整備を進めます。
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『北東部地域』の都市づくりの方向2-4

第
４
章　
地
域
別
構
想

113



資料：平成 29 年度（2017 年度）
        茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書

（注）四捨五入の端数処理をしているため合計が 100％に
       ならない場合があります。

（注）平成 27 年（2015 年）国勢調査を基に推計しています。
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2-4-1　地域特性

⃝北東部地域は、地区の 38％弱を住宅用
地、農地が 13％弱、公園等が 10％強、
山林が 7％弱を占めており、農地や山
林、公園等の割合が高い地域となって
います。

⃝本市を代表する農地や緑地が、地域北
部の市街化調整区域内に広がっていま
す。地域の南部は住居系用途地域が広
がり、辻堂駅周辺には大規模商業施設
が立地しています。

⃝道路では、（県）藤沢大磯線、国道 1 号
が東西方向に、辻堂赤羽根線（小和田
通り）、東海岸寒川線が南北方向に走っ
ています。

⃝年齢別人口構成は、0 歳～ 44 歳が全
市平均を上回っており、子育て世代を含
め、若い年齢層の割合が高い構成となっ
ています。

◆年齢別人口の構成（平成 27 年（2015 年））◆

◆土地利用構成割合（平成 27 年（2015 年））◆

◆建物用途別床面積割合（平成 27 年（2015 年））◆

◆参考　将来人口の推移◆

資料：平成 27 年（2015 年）国勢調査
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自 然 環 境 と 良 好 な 住 宅 地 が 共 生 す る ま ち

2-4-2　地域の将来像

⃝本市の貴重な北部丘陵の自然環境や田畑等を維持・保全し、身近に歴史やみどりを感じる
まちを目指します。

⃝豊かな自然環境や農地を生かし、自然とのふれあいや農業・レクリエーション等を通して、
地域の人々が豊かに暮らせる、ゆとりと潤いのある、自然環境と良好な住宅地が共生する
まちを目指します。

⃝辻堂駅周辺は、隣接する藤沢市の都市づくりと関わりながら、商業施設とともに、サービ
ス機能等を向上させ、子育て世代をはじめとした多様な世代に配慮された拠点を形成する
ことで、生活しやすい環境を目指します。
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北
東
部
地
域

2-4

凡　　　例

河 川

環 状 道 路

主要幹線(計画・構想)
主 要 幹 線
自 動 車 専 用 道 路

農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
低 中 層 住 居 ゾ ーン
低 層 住 居 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

景 観 拠 点

交 流 拠 点

都 市 拠 点

生 活・防 災 の 機 能
を 持 つ 拠 点

そ の 他 道 路

沿 道 施 設 ゾ ー ン
鉄 道

市 街 化 区 域

行 政 文 化 施 設

都市幹線(計画・構想) その他道路(計画・構想)
都 市 幹 線 第

４
章　
地
域
別
構
想
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2-4-3　都市づくりの方針

（１）地域特性を生かした都市づくり
○地域に根ざした文化を生かした都市づくり
⃝人々の暮らしの近くに田畑や赤羽根の斜面林等の豊かなみどりを感じる本地域は、身近に

自然環境とふれあうことができる良好な環境の中で築き上げてきた文化を踏まえ、まちの
過ごしやすさの向上を目指します。

⃝地域北部にある貴重な赤羽根斜面林等のみどりの保全を目指します。また、本地域に存
在する都市農地等の身近なみどりは、都市にあるべきものとして整備・保全を目指します。

⃝住民一人ひとりが都市づくりの主体となり、地区計画等の都市計画制度や建築協定等を活
用し、良好な住環境の維持・向上を目指します。

⃝住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業施設等の維持・整備を目指します。

⃝東海道本線沿線の工業地については、操業環境の維持・向上を促進し、既存の工業地と
しての機能維持に努めます。

⃝工場や大規模施設等の跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の
変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。

（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり
○道路網等の整備と維持管理
⃝周辺市町をつなぐ道路である東海岸寒川線の整備に努めます。また、県が進める藤沢大

磯線については連携を図り、整備に努めます。

⃝主要な施設を結ぶ道路の整備により、住宅地内の通過交通車両を抑制し、良好な住環境
の保全に努めます。

（２）足を運びたくなる拠点の形成
○都市機能の集約の促進
⃝辻堂駅周辺の都市拠点は、藤沢市の都市づくりと連携しながら、商業・サービス機能等の

保全や向上を目指します。

○訪れたくなる環境づくり
⃝赤羽根周辺の豊かな自然環境や農地等では、自然とのふれあいや農業・レクリエーション等

を通じて、人と人との交流を育む場の形成を目指します。

土地利用

交通体系整備
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（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成
○乗合交通の利便性向上
⃝地域の交通の特性を考慮し、その地域に適した乗合交通のあり方を検討します。

⃝交通事業者や近隣市町等と連携するとともに、既存の公共手段にとらわれることのない便
利な乗合交通環境となるよう努めます。

⃝辻堂駅では、乗合交通の運行経路等のわかりやすい情報案内を通して、気軽に外出でき
る環境づくりを進めます。

⃝サイクルアンドバスライドの設置やバス停の整備等、乗合交通への乗り換えの利便性の向
上に努めます。

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成
○乗合交通に関する取組
⃝ PR や利用促進キャンペーン等を通じて、乗るきっかけを提供することにより利用者の増加

を目指します。

○歩行者空間・自転車利用環境の整備
⃝歩道のバリアフリー化やベンチ等の休憩施設の設置等、歩行者が利用しやすく、歩きたく

なる歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続
性のある歩行者空間の形成に努めます。

⃝辻堂駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」において整備促進地区として
定められており、公共ガイドラインに基づくサイン等の整備等、安心して歩行者が通行す
ることができる環境整備を進めます。

⃝「第 2 次ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備を行うことで風を感じ
る空間づくり並びに自転車の有効活用及び利用促進を図ることで暮らしを楽しむ仕組みづ
くりに努めます。

⃝交通事故の起きないまちを目指して、歩行者及び自転車利用者等にとって安全な道づくり
を進めるとともに、警察等関係機関と連携をとりながら、交通規制及びルール啓発等安全
対策を進めます。

⃝駅周辺及び商業施設周辺に小規模な自転車駐車場等の設置を促進し、自転車等の利用者
の利便性向上を目指すとともに、放置自転車の規制に努めます。

　
　
北
東
部
地
域

2-4

⃝幹線道路等を補完する道路である上赤羽根堤線（赤羽根通り）の整備を進めます。

⃝道路の計画的な維持管理を進めます。
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実
○身近なみどりの充実
⃝公園や市街地の樹林、市民緑地、街路樹等の様々なみどりを保全・再生・創出すること

で、豊かな生活を送ることができる都市づくりを進めます。また、生物多様性への配慮を
目指します。

⃝みどり豊かな空間を創出することで、都市拠点のみどりについて人が集まりにぎわいが生
まれるよう、緑化を促進します。

⃝景観上優れている赤羽根の斜面林等は、特別緑地保全地区の指定等による保全を目指します。

○立地ごとのみどりの充実
⃝千ノ川は、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどりとの連続

性を高めることで、みどりのネットワークの形成を目指します。

⃝農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災や生きものの生息・生育空間、景
観形成、環境学習、レクリエーションの場等の多面的な機能を持つ農地の保全を進めます。

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどりの充実
⃝みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田等の保全や延焼遅延効果を

持つ街路樹等の保全を進めます。

○歴史と文化が息づくみどりの充実

⃝本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり等の保全・再生に努めます。

（２）生きものが生息・生育するみどりの確保
○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成
⃝斜面林や千ノ川、農地、まちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊かな生活を支える

とともに、生きものが生息・生育するために重要なものであるため、将来にわたり持続性
のあるみどりとして保全・再生を進めます。

⃝生物多様性の保全のため、自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付
けられた赤羽根十三図等を生態系ネットワークの核（コア）として保全を進めます。また、
景観が優れているとともに、生きものの生息・生育環境となっている赤羽根斜面林の保全
を進めます。

（3）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり
○多様な主体との連携
⃝自然環境や公園等、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と

人とが出会う機会の創出を目指します。

自然環境保全・緑地整備
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（１）景観資源と眺望の保全と継承
○景観資源の保全
⃝（県）伊勢原藤沢線（旧大山街道）周辺等の景観形成上重要な資源について景観資源の

発掘を進め、次世代への継承を目指します。

○眺望景観の保全
⃝景観ポイントや眺望点の定点観測や景観の事前検証を行い、富士山や田畑等魅力ある眺

望の保全を進めます。

（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出
○魅力ある公開空地や公共空間の創出
⃝辻堂駅西口は、「茅ヶ崎市辻堂駅西口周辺地区まちづくり基本計画」（平成 17 年（2005 年）

3 月）の進捗に併せて、辻堂駅西口周辺特別景観まちづくり地区の指定拡大を検討する等、
良好な住宅地景観の形成を進めます。

⃝駅周辺の開発に伴い、人々が集える公共空間や公開空地の創出を進めます。

（３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出
○街なみに調和し、魅力あるサインの整備
⃝茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制・誘導を進めます。

⃝辻堂駅西口周辺特別景観まちづくり地区等の景観上重要な地域については、各地区の景
観まちづくりの方針に基づき、広告物の形態を誘導します。

⃝「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」に基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、
住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことができるように、「歩きたい、
出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築
⃝公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せて

進めます。

⃝市民・事業者・行政の協働により、景観に関する講習会や景観まちづくりアドバイザーの
派遣等を活用して、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。

都市景観形成

⃝市民・事業者・行政の協働により、緑化推進や維持管理のための情報提供や支援策の充
実に努め、みどりと人々が出会う市民参加の仕組みの構築を目指します。

⃝みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成の仕組みの構築や、事業者や
学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取組を進めるための環境教育の場の創
出を目指します。
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住環境整備

（１）快適な住環境の形成
○良好な住環境の形成
⃝高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備を目指します。

⃝まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校等の公共施
設の活用により、人々の交流の場づくりを目指します。

○空き家・空き地等への施策推進
⃝空き家・空き地等の発生予防及び適切な管理、空き家等及び除却した空き家等の跡地の

利活用を進めます。

○快適な住環境を支える都市基盤整備の推進継続
⃝道路・下水道・公園等の都市基盤の整備や維持管理を引き続き進めます。

⃝狭隘
あい

道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。

⃝市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域に
おいては、住宅等の排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処
理浄化槽の設置を支援するとともに、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）
の整備に努めます。

⃝日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を未然に防
ぎ、下水道サービスを常に確保するため、「茅ヶ崎市公共下水道施設維持管理計画」に基
づき、老朽化した管路やポンプ場等下水道施設の計画的な改築に努めます。

⃝公園の整備にあたっては、公園が不足し充実が求められる地域へ、クラスター（延焼運命
共同体）の状況や空き地の分布状況を踏まえながら適切な配置を検討します。

⃝公園の施設については、「茅ヶ崎市公園施設長寿命化計画」を策定し、維持管理を進めます。

（２）安心して住み続けられる住環境の形成
○地域の見守りの推進
⃝犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する住民による見守りを促進します。

○セーフティネットの構築
⃝高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る

情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指します。

○住宅改善と良質な住宅供給の促進
⃝大規模地震に備え、住宅の耐震化や不燃化等に関して必要な支援や制度の導入を促進し

ます。

⃝建築物については、耐震化や不燃化、バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐
久性や省エネルギー等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。
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都市防災

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり
○地震に強い都市基盤の整備
⃝災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、道路の計画的な維持管理を進

めます。

⃝災害時の被害の軽減や被災後の迅速な復旧、物資供給等のため、重要な役割を果たす緊
急輸送路を補完する道路である上赤羽根堤線（赤羽根通り）の整備を進めます。

⃝災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働きか
け、住民の協力を得ながら順次狭隘

あい
道路の解消に努めます。

⃝倒壊の危険性が高い公共建築物の地震対策を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多
くの人が利用する建築物等の地震対策を促進します。

○雨に強い都市基盤の整備
⃝浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠

きょ
やポンプ場の整備、市が管理する千ノ川

の整備を、下流側の河川の整備状況を踏まえて進めます。また、宅地内雨水の流出抑制
の対策を促進します。

○災害情報の伝達体制の整備
⃝市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線・防災ラジオ・電子メー

ル・ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。

○災害に備えた機能の整備
⃝災害時の応急対策活動を行ううえで重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災

害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。

⃝災害による被害を軽減するため、地震やクラスター（延焼運命共同体）内における延焼火
災、洪水等の災害種別に応じた避難所・避難場所や延焼遮断帯等の防災上の空間の確保
や機能の拡充に努めます。

⃝大規模な開発や土地利用転換等に際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への
防災効果を踏まえた計画への誘導を目指します。

⃝災害時でも最低限の事業活動や生活の継続を図るために、エネルギー供給の確保を働き
かけるとともに、早期復旧を目指します。
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（２）被災後の復興に向けた取組の推進
○地震に強い都市基盤の整備
⃝平常時から市民や事業者、各種団体、学校、行政等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。

⃝大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的な情報（官民境界等）の整備
を進めます。

（３）自助・共助による取組の促進
○一人ひとりの防災意識の向上
⃝日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化

等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知
を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。

○地域と取り組む防災対策
⃝災害対策地区防災拠点打合会や地区防災訓練等の機会を通じて、避難所の円滑な開設や

運営を行う体制の構築を目指します。

⃝茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動
要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。

⃝いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、
防災訓練の実施等の地域の防災活動を支援します。
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『北西部地域』の都市づくりの方向2-5
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資料：平成 29 年度（2017 年度）
        茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書

資料：平成 27 年（2015 年）国勢調査

（注）四捨五入の端数処理をしているため合計が 100％に
       ならない場合があります。

（注）平成 27 年（2015 年）国勢調査を基に推計しています。
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2-5-1　地域特性

⃝北西部地域は、地区の 36％強を住宅用
地、20％強を農地、7％弱を工業・運輸
用地が占めており、農地や工業・運輸用
地の割合が高い地域となっています。

⃝住居系用途地域が広がる中に生産緑地
をはじめとする農地が点在し、北部の市
街化調整区域には田畑があり、田園環
境が残る住宅地となっています。

⃝さがみ縦貫道路のインターチェンジ周辺
では、産業系土地利用が進められてい
ます。

⃝交通では、（県）藤沢大磯線、国道 1 号
が東西方面に、（県）駅前円蔵線（茅ヶ
崎中央通り）、（県）柳島寒川線（産業
道路）が南北方向に走っています。

⃝年齢別人口構成は、0 歳～ 39 歳が全
市平均を上回っており、子育て世代を含
め、若い年齢層の割合が高い構成となっ
ています。

◆年齢別人口の構成（平成 27 年（2015 年））◆

◆土地利用構成割合（平成 27 年（2015 年））◆

◆参考　将来人口の推移◆

◆建物用途別床面積割合（平成 27 年（2015 年））◆
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川 と 杜 を と り こ ん だ 良 好 な ま ち

2-5-2　地域の将来像

⃝農地や河川、住宅地、活力ある産業等の地域の豊かな資源を生かしながら、安心して快
適に暮らし、働き続けられるまちを目指します。

⃝うるおいのある田園環境や人々が身近にふれあうみどりの中で、農業・レクリエーション等
を通し、地域における人と人とがふれあいながら、いきいきと暮らせるまちを目指します。
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◆北西部地域整備方針図◆

凡　　　例

河 川

環 状 道 路

主要幹線(計画・構想)
主 要 幹 線
自 動 車 専 用 道 路

農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
低 中 層 住 居 ゾ ーン
低 層 住 居 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

景 観 拠 点

交 流 拠 点

都 市 拠 点

生 活・防 災 の 機 能
を 持 つ 拠 点

そ の 他 道 路

沿 道 施 設 ゾ ー ン
鉄 道

市 街 化 区 域

行 政 文 化 施 設

都市幹線(計画・構想) その他道路(計画・構想)
都 市 幹 線
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2-5-3　都市づくりの方針

（１）地域特性を生かした都市づくり
○地域に根ざした文化を生かした都市づくり
⃝人々の暮らしの近くに杜や小出川等の様々な資源を有する本地域は、安心して快適に暮ら

せる環境の中で築き上げてきた文化を踏まえ、まちの過ごしやすさの向上を目指します。

⃝本市の象徴的な自然環境を形成する河川や農地等の整備・保全を目指します。

⃝住民一人ひとりが都市づくりの主体となり、地区計画等の都市計画制度や建築協定等を活
用し、良好な住環境の維持・向上を目指します。

⃝住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業施設等の維持・整備を目指します。

⃝さがみ縦貫道路等の広域的な幹線道路の整備により新たな交通・物流が創出された産業
道路沿道の工業地は、操業環境の維持・向上を促進し、工業地としての機能維持に努め
ます。さらに、萩園字上ノ前地区は、インターチェンジ付近の土地の利便性を生かし、企
業の誘致を促進します。

⃝工場や大規模施設等の跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の
変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。

（２）足を運びたくなる拠点の形成
○都市機能の集約の促進
⃝（仮称）西久保新駅周辺は、相模線の新駅整備の具体化にあわせ、香川駅周辺や茅ケ崎

駅周辺との機能分担にも配慮し、新たな土地利用や都市機能の導入を検討します。

土地利用
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり
○道路網等の整備と維持管理
⃝周辺市町をつなぐ道路である中海岸寒川線の整備に努めます。

⃝主要な施設を結ぶ道路の整備により、住宅地内の通過交通車両を抑制し、良好な住環境
の保全に努めます。

⃝茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路である中海岸寒川線の整備に努
めます。

⃝幹線道路等を補完する道路である高田萩園線の整備を進めるとともに、矢畑萩園線（鶴
嶺通り）の歩道の整備を進めます。

⃝道路の計画的な維持管理や橋梁
りょう

の長寿命化を進めます。

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成
○乗合交通の利便性向上
⃝交通事業者及び近隣市町等と連携し、環境面への配慮及びユニバーサルデザインの視点

を踏まえ、だれもが利用しやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。

⃝サイクルアンドバスライドの設置やバス停の整備等、乗合交通への乗り換えの利便性の向
上に努めます。

○鉄道の輸送力増強
⃝将来の相模線の利便性向上を見据え、（仮称）西久保新駅の設置を鉄道事業者に働きかけます。

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成
○乗合交通に関する取組
⃝ PR や利用促進キャンペーン等を通じて、乗るきっかけを提供することにより利用者の増加

を目指します。

○歩行者空間・自転車利用環境の整備
⃝歩道のバリアフリー化やベンチ等の休憩施設の設置等、歩行者が利用しやすく、歩きたく

なる歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続
性のある歩行者空間の形成に努めます。

⃝「第 2 次ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備を行うことで風を感じ
る空間づくり並びに自転車の有効活用及び利用促進を図ることで暮らしを楽しむ仕組みづ
くりに努めます。

⃝交通事故の起きないまちを目指して、歩行者及び自転車利用者等にとって安全な道づくり
を進めるとともに、警察等関係機関と連携をとりながら、交通規制及びルール啓発等安全
対策を進めます。

交通体系整備
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実
○身近なみどりの充実
⃝公園や市街地の樹林、市民緑地、街路樹等の様々なみどりを保全・再生・創出すること

で、豊かな生活を送ることができる都市づくりを進めます。また、生物多様性への配慮を
目指します。

○立地ごとのみどりの充実
⃝小出川や千ノ川、相模川は、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周

辺のみどりとの連続性を高めることで、みどりのネットワークの形成を目指します。

⃝農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災や生きものの生息・生育空間、景
観形成、環境学習、レクリエーションの場等の多面的な機能を持つ農地の保全を進めます。

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどりの充実
⃝みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田等の保全や延焼遅延効果を

持つ街路樹や市街地の樹林等の保全を進めます。

○歴史と文化が息づくみどりの充実
 ⃝本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり等の保全・再生に努めます。

（２）生きものが生息・生育するみどりの確保
○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成
⃝千ノ川や小出川、相模川、農地、まちのみどりは、快適な都市環境と健康的で豊かな生

活を支えるとともに、生きものが生息・生育するために重要なものであるため、将来にわ
たり持続性のあるみどりとして保全・再生を進めます。

⃝生物多様性の保全のため、自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付
けられた平太夫新田を生態系ネットワークの核（コア）として、河川管理者である国や市
民団体と連携した保全を進めます。

（３）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり
○多様な主体との連携
⃝自然環境や公園等、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と

人とが出会う機会の創出を目指します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、緑化推進や維持管理のための情報提供や支援策の充
実に努め、みどりと人々が出会う市民参加の仕組みの構築を目指します。

⃝みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成の仕組みの構築や、事業者や
学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取組を進めるための環境教育の場の創
出を目指します。

自然環境保全・緑地整備
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（１）景観資源と眺望の保全と継承
○景観資源の保全
⃝千ノ川に架かる橋からの眺望や鶴嶺参道の松並木等、生活のひと時に自然や歴史を感じる

景観資源を保全し、次世代への継承を目指します。

○眺望景観の保全
⃝景観ポイントや眺望点の定点観測や景観の事前検証を行い、富士山等魅力ある眺望の保

全を進めます。

（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出
○魅力ある公開空地や公共空間の創出
⃝「茅ヶ崎市景観計画」に基づき、工業系の用途が集中している地区は、地域に配慮した工

業地の景観形成を進めるとともに、良好な住宅地景観の形成を進めます。

（３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出
○街なみに調和し、魅力あるサインの整備
⃝茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制・誘導を進めます。

⃝「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」に基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、
住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことができるように、「歩きたい、
出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築
⃝公共空間で行うイベント、資源等の利活用、魅力の発信の方法等を、空間づくりに併せて

進めます。

⃝市民・事業者・行政の協働により、景観に関する講習会や景観まちづくりアドバイザーの
派遣等を活用して、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。

都市景観形成
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住環境整備

（１）快適な住環境の形成
○良好な住環境の形成
⃝高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備を目指します。

⃝まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校等の公共施
設の活用により、人々の交流の場づくりを目指します。

○空き家・空き地等への施策推進
⃝空き家・空き地等の発生予防及び適切な管理、空き家等及び除却した空き家等の跡地の

利活用を進めます。

○快適な住環境を支える都市基盤整備の推進継続
⃝道路・下水道・公園等の都市基盤の整備や維持管理を引き続き進めます。

⃝ごみ処理施設については、時代の変化に応じた整備を進めます。

⃝狭隘
あい

道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。

⃝市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域に
おいては、住宅等の排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処
理浄化槽の設置を支援するとともに、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）
の整備に努めます。

⃝日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を未然に防
ぎ、下水道サービスを常に確保するため、「茅ヶ崎市公共下水道施設維持管理計画」に基
づき、老朽化した管路やポンプ場等下水道施設の計画的な改築に努めます。

⃝公園の整備にあたっては、公園が不足し充実が求められる地域へ、クラスター（延焼運命
共同体）の状況や空き地の分布状況を踏まえながら適切な配置を検討します。

⃝公園の施設については、「茅ヶ崎市公園施設長寿命化計画」を策定し、維持管理を進めます。

（２）安心して住み続けられる住環境の形成
○地域の見守りの推進
⃝犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する住民による見守りを促進します。

○セーフティネットの構築
⃝高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る

情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指します。

○住宅改善と良質な住宅供給の促進
⃝大規模地震に備え、住宅の耐震化や不燃化等に関して必要な支援や制度の導入を促進します。

⃝建築物については、耐震化や不燃化、バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐
久性や省エネルギー等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。
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都市防災

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり
○地震に強い都市基盤の整備
⃝災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、道路の計画的な維持管理や橋

梁
りょう

の長寿命化を進めます。

⃝災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働きか
け、住民の協力を得ながら順次狭隘

あい
道路の解消に努めます。

⃝倒壊の危険性が高い公共建築物の地震対策を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多
くの人が利用する建築物等の地震対策を促進します。

○雨に強い都市基盤の整備
⃝隣接する自治体や国、県との連携により、相模川や小出川の河川改修や適正管理を進め

ます。

⃝浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠
きょ

やポンプ場の整備を進めます。また、宅
地内雨水の流出抑制の対策を促進します。

○災害情報の伝達体制の整備
⃝市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線・防災ラジオ・電子メー

ル・ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。

○災害に備えた機能の整備
⃝災害時の応急対策活動を行ううえで重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災

害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。

⃝災害による被害を軽減するため、地震やクラスター（延焼運命共同体）内における延焼火
災、洪水等の災害種別に応じた避難所・避難場所や延焼遮断帯等の防災上の空間の確保
や機能の拡充に努めます。

⃝大規模な開発や土地利用転換等に際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への
防災効果を踏まえた計画への誘導を目指します。

⃝災害時でも最低限の事業活動や生活の継続を図るために、エネルギー供給の確保を働き
かけるとともに、早期復旧を目指します。
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（2）被災後の復興に向けた取組の推進
○復興準備に取り組む体制の構築
⃝平常時から市民や事業者、各種団体、学校、行政等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。

⃝大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的な情報（官民境界等）の整備
を進めます。

（３）自助・共助による取組の促進
○一人ひとりの防災意識の向上
⃝日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化

等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知
を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。

○地域と取り組む防災対策
⃝災害対策地区防災拠点打合会や地区防災訓練等の機会を通じて、避難所の円滑な開設や

運営を行う体制の構築を目指します。

⃝茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動
要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。

⃝いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防
災訓練の実施等の地域の防災活動を支援します。
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『北部中央地域』の都市づくりの方向2-6

第
４
章　
地
域
別
構
想
　
　
北
部
中
央
地
域

2-6

133



資料：平成 29 年度（2017 年度）
        茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書

資料：平成 27 年（2015 年）国勢調査
（注）平成 27 年（2015 年）国勢調査を基に推計しています。
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2-6-1　地域特性

⃝北部中央地域は、地区の 49％弱を住宅
用地、農地が 6％強、公園等が 6％弱、
商業用地が 5% を占めており、住宅用
地や商業用地の割合が高い地域となっ
ています。

⃝住居系用途地域が広がる中に生産緑地
をはじめとする農地が点在し、田園環境
が残る住宅地となっています。

⃝公共交通では、相模線が地域の南北を
縦断し、香川駅、北茅ケ崎駅があり、
市民の大事な足となっています。また、
道路では、（県）藤沢大磯線が東西方向
に、東海岸寒川線が南北方向に走って
います。

⃝年齢別人口構成は、0 歳～ 59 歳までが
ほぼ全市平均を下回り、60 歳以上で全
市平均を上回っており、高齢者の割合が
高い構成となっています。

◆年齢別人口の構成（平成 27 年（2015 年））◆

◆土地利用構成割合（平成 27 年（2015 年））◆

（注）四捨五入の端数処理をしているため合計が 100％に
       ならない場合があります。

◆参考　将来人口の推移◆

◆建物用途別床面積割合（平成 27 年（2015 年））◆
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み ど り と 共 生 し た 都 市 機 能 を 持 つ ま ち

2-6-2　地域の将来像

⃝農地やみどりの保全を図り、みどりと共生する住宅地の形成を目指します。

⃝香川駅周辺は、市民の日常の暮らしや、様々な交流を支える、商業・業務・サービス機能
等の機能充実を目指します。

⃝香川駅から下寺尾・堤地区に点在する史跡への玄関口としての機能整備とともに、地区の
魅力を発信し、活力の創出を目指します

駒寄川

川
出
小 り

通
前
駅
川
香

香川駅
香川甘沼線（香川小学校通り）

香川小学校

香川駅周辺地区

線
川
寒
岸
海
中

殿山公園

(

県)

　
　
　

(

道
県
出
小

)

茅ヶ崎中央Ｉ.Ｃ

(仮称)西久保新駅
新駅構想（ ）

新湘南国道

（県）藤沢大磯線

鶴が台
中学校

（県）伊勢原藤沢線
鶴が台
団地

鶴が台
小学校

線
川
寒
岸
海
東

線
模

相

千ノ川

北茅ケ崎駅

鶴嶺高校

円蔵中学校
円蔵小学校

り
通
北
塚
里一

新国道線

）道街山大旧（      

◆北部中央地域整備方針図◆

凡　　　例
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環 状 道 路

主要幹線(計画・構想)
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自 動 車 専 用 道 路
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2-6-3　都市づくりの方針

（１）地域特性を生かした都市づくり
○地域に根ざした文化を生かした都市づくり
⃝香川駅を中心とした住宅地や鶴が台団地等、人々の暮らしの場として発展してきた本地域は、

良好な環境の中で築き上げてきた文化を踏まえ、まちの過ごしやすさの向上を目指します。

⃝地域北部の駒寄川や斜面林、住宅地の中にある農地等は貴重な自然環境として整備・保
全を目指します。

⃝住民一人ひとりが都市づくりの主体となり、地区計画等の都市計画制度や建築協定等を活
用し、良好な住環境の維持・向上を目指します。

⃝住まいの近くに生活に必要な施設を確保するために商業施設等の維持・整備を目指します。

⃝工場や大規模施設等の跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の
変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。

（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり
○道路網等の整備と維持管理
⃝周辺市町をつなぐ道路である中海岸寒川線の整備を目指します。

⃝主要な施設を結ぶ道路である新国道線の整備を進めることにより、住宅地内の通過交通
車両を抑制し、良好な住環境の保全に努めます。

⃝茅ケ崎駅周辺へ集中する交通を抑制するため、環状道路である新国道線の整備を進めます。

（２）足を運びたくなる拠点の形成
○都市機能の集約の促進
⃝香川駅周辺については、市民との協働による都市づくりを継続しながら、駅周辺の交通基

盤の整備や都市機能の導入を目指します。

⃝（仮称）西久保新駅周辺は、相模線の新駅整備の具体化にあわせ、香川駅周辺や茅ケ崎
駅周辺との機能分担にも配慮し、新たな土地利用や都市機能の導入を検討します。

○訪れたくなる環境づくり
⃝香川駅周辺は、居心地の良い空間の整備に努め、人と人との交流や新たなまちの魅力を

発見できる拠点の形成を目指します。

土地利用

交通体系整備
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（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成
○乗合交通の利便性向上
⃝交通事業者及び近隣市町等と連携し、環境面への配慮及びユニバーサルデザインの視点

を踏まえ、だれもが利用のしやすい乗合交通となるよう利用環境の形成に努めます。

⃝北茅ケ崎駅のバリアフリー化等に向けた取組を進めます。

⃝香川駅では、乗合交通の運行経路等のわかりやすい情報案内を通して、気軽に外出でき
る環境づくりを進めます。

⃝サイクルアンドバスライドの設置やバス停の整備等、乗合交通への乗り換えの利便性の向
上に努めます。

○鉄道の輸送力増強
⃝将来の相模線の利便性向上を見据え、（仮称）西久保新駅の設置を鉄道事業者に働きかけ

ます。

⃝相模線の複線化に向けた段階的整備として、香川駅に車両の行き違い施設の整備を鉄道
事業者に働きかけます。

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成
○乗合交通に関する取組
⃝ PR や利用促進キャンペーン等を通じて、乗るきっかけを提供することにより利用者の増加

を目指します。

○歩行者空間・自転車利用環境の整備
⃝歩道のバリアフリー化やベンチ等の休憩施設の設置等、歩行者が利用しやすく、歩きたく

なる歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続
性のある歩行者空間の形成に努めます。

⃝香川駅周辺においては、「茅ヶ崎市バリアフリー基本構想」に基づくバリアフリー化等、安
心して歩行者が通行することができる環境整備を進めます。

⃝「第 2 次ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備を行うことで風を感じ
る空間づくり並びに自転車の有効活用及び利用促進を図ることで暮らしを楽しむ仕組みづ
くりに努めます。

⃝交通事故の起きないまちを目指して、歩行者及び自転車利用者等にとって安全な道づくり
を進めるとともに、警察等関係機関と連携をとりながら、交通規制及びルール啓発等安全
対策を進めます。

⃝幹線道路等を補完する道路である香川甘沼線（香川小学校通り）の整備を進めます。

⃝道路の計画的な維持管理や橋梁
りょう

の長寿命化を進めます。
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（１）人々が身近にふれあうみどりの充実
○身近なみどりの充実
⃝公園や市街地の樹林、市民緑地、街路樹等の様々なみどりを保全・再生・創出すること

で、豊かな生活を送ることができる都市づくりを進めます。また、生物多様性への配慮を
目指します。

⃝みどり豊かな空間を創出することで、都市拠点のみどりについて人が集まりにぎわいが生
まれるよう、緑化を促進します。

○立地ごとのみどりの充実
⃝駒寄川や小出川、千ノ川は、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周

辺のみどりとの連続性を高めることで、みどりのネットワークの形成を目指します。

⃝農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災や生きものの生息・生育空間、景
観形成、環境学習、レクリエーションの場等の多面的な機能を持つ農地の保全を進めます。

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどりの充実
⃝みどりの防災・減災機能に着目し、延焼遅延効果を持つ街路樹や市街地の樹林等の保全

を進めます。

○歴史と文化が息づくみどりの充実
⃝本市の景観を形成する旧街道や史跡のみどり等の保全・再生に努めます。

（２）生きものが生息・生育するみどりの確保
○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成
⃝赤羽根から続く斜面林や駒寄川、小出川、千ノ川、農地、まちのみどりは、快適な都市

環境と健康的で豊かな生活を支えるとともに、生きものが生息・生育するために重要なも
のであるため、将来にわたり持続性のあるみどりとして保全・再生を進めます。

（３）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり
○多様な主体との連携
⃝自然環境や公園等、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と

人とが出会う機会の創出を目指します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、緑化推進や維持管理のための情報提供や支援策の充
実に努め、みどりと人々が出会う市民参加の仕組みの構築を目指します。

⃝みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成の仕組みの構築や、事業者や
学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取組を進めるための環境教育の場の創
出を目指します。

自然環境保全・緑地整備
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（１）景観資源と眺望の保全と継承
○景観資源の保全
⃝殿山公園からの眺望や松風台、駒寄川（みずき）周辺のみどり豊かな住宅地景観等、生

活のひと時に自然を感じる景観資源を保全し、次世代への継承を目指します。

○眺望景観の保全
⃝景観ポイントや眺望点の定点観測や景観の事前検証を行い、茅ヶ崎の市街地や相模湾等

魅力ある眺望の保全を進めます。

（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出
○魅力ある公開空地や公共空間の創出
⃝香川駅周辺は、「香川駅まちづくり基本計画」（平成 17 年（2005 年）3 月）に基づく整

備や下寺尾官
かん

衙
が

遺跡群の保存事業の進捗を踏まえ、特別景観まちづくり地区への指定を
検討する等、良好な住宅地景観の形成を進めます。

⃝緑陰空間やベンチの設置等、人が集える公開空地や公共空間の創出を進めます。

（３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出
○街なみに調和し、魅力あるサインの整備
⃝茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制・誘導を進めます。

⃝景観上重要な地域については、各地区の景観まちづくりの方針に基づき、広告物の形態
を誘導します。

⃝「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」に基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、
住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことができるように、「歩きたい、
出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築
⃝香川駅から下寺尾・堤地区に点在する史跡を回遊できる環境を整備するとともに、北部の

文化的価値の魅力を発信する取組を進めます。

⃝市民・事業者・行政の協働により、景観に関する講習会や景観まちづくりアドバイザーの
派遣等を活用して、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。

都市景観形成
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住環境整備

（１）快適な住環境の形成
○良好な住環境の形成
⃝高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備を目指します。

⃝まちなかの農地をはじめとしたオープンスペースや地域の公民館、小・中学校等の公共施
設の活用により、人々の交流の場づくりを目指します。

○空き家・空き地等への施策推進
⃝空き家・空き地等の発生予防及び適切な管理、空き家等及び除却した空き家等の跡地の

利活用を進めます。

○快適な住環境を支える都市基盤整備の推進継続
⃝道路・下水道・公園等の都市基盤の整備や維持管理を引き続き進めます。

⃝狭隘
あい

道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。

⃝市街化区域においては、公共下水道（汚水）整備を行うとともに、整備が完了した区域に
おいては、住宅等の排水設備の接続を促進します。市街化調整区域においては、合併処
理浄化槽の設置を支援するとともに、投資効果の高い区域においては公共下水道（汚水）
の整備に努めます。

⃝日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を未然に防
ぎ、下水道サービスを常に確保するため、「茅ヶ崎市公共下水道施設維持管理計画」に基
づき、老朽化した管路やポンプ場等下水道施設の計画的な改築に努めます。

⃝公園の整備にあたっては、公園が不足し充実が求められる地域へ、クラスター（延焼運命
共同体）の状況や空き地の分布状況を踏まえながら適切な配置を検討します。

⃝公園の施設については、「茅ヶ崎市公園施設長寿命化計画」を策定し、維持管理を進めます。

（２）安心して住み続けられる住環境の形成
○地域の見守りの推進
⃝犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する住民による見守りを促進します。

○セーフティネットの構築
⃝高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る

情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指します。

○住宅改善と良質な住宅供給の促進
⃝大規模地震に備え、住宅の耐震化や不燃化等に関して必要な支援や制度の導入を促進し

ます。

⃝建築物については、耐震化や不燃化、バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐
久性や省エネルギー等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。

140



都市防災

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり
○地震に強い都市基盤の整備
⃝災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、道路の計画的な維持管理や橋

梁
りょう

の長寿命化を進めます。

⃝災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働きか
け、住民の協力を得ながら順次狭隘

あい
道路の解消に努めます。

⃝倒壊の危険性が高い公共建築物の地震対策を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多
くの人が利用する建築物等の地震対策を促進します。

○雨に強い都市基盤の整備
⃝浸水の軽減のため、公共下水道（雨水）の管渠

きょ
やポンプ場の整備、市が管理する千ノ川

の整備を、下流側の河川の整備状況を踏まえて進めます。また、宅地内雨水の流出抑制
の対策を促進します。

○災害情報の伝達体制の整備
⃝市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線・防災ラジオ・電子メー

ル・ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。

○災害に備えた機能の整備
⃝災害時の応急対策活動を行ううえで重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災

害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。

⃝災害による被害を軽減するため、地震やクラスター（延焼運命共同体）内における延焼火
災、洪水等の災害種別に応じた避難所・避難場所や延焼遮断帯等の防災上の空間の確保
や機能の拡充に努めます。

⃝大規模な開発や土地利用転換等に際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への
防災効果を踏まえた計画への誘導を目指します。

⃝災害時でも最低限の事業活動や生活の継続を図るために、エネルギー供給の確保を働き
かけるとともに、早期復旧を目指します。

（２）被災後の復興に向けた取組の推進
○復興準備に取り組む体制の構築
⃝平常時から市民や事業者、各種団体、学校、行政等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。

⃝大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的な情報（官民境界等）の整備
を進めます。
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（３）自助・共助による取組の促進
○一人ひとりの防災意識の向上
⃝日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や津波、液状化

等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知
を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。

○地域と取り組む防災対策
⃝災害対策地区防災拠点打合会や地区防災訓練等の機会を通じて、避難所の円滑な開設や

運営を行う体制の構築を目指します。

⃝茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動
要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。

⃝いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防
災訓練の実施等の地域の防災活動を支援します。

142



『北部丘陵地域』の都市づくりの方向2-7
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資料：平成 29 年度（2017 年度）
        茅ヶ崎市都市計画基礎調査解析業務報告書

資料：平成 27 年（2015 年）国勢調査

（注）平成 27 年（2015 年）国勢調査を基に推計しています。
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2-7-1　地域特性

⃝北部丘陵地域は、地区の 27％弱を農地、
17％強を山林、住宅用地が 15％弱、公
園等が 11％強を占めており、農地や山
林等の自然的土地利用※割合が高い地域
となっています。

⃝地域の大半が市街化調整区域となってお
り、豊かな自然環境、田園環境が広がっ
ています。県立茅ケ崎里山公園や、ゴ
ルフ場、大学等が立地しています。

⃝公共交通では、茅ケ崎駅や市外の湘
南台駅等から大学、北部丘陵方面へバ
ス路線が整備されています。道路では、

（県）藤沢平塚線（小出中央通り）、藤
沢寒川線が東西方向に、芹沢遠藤線（大
谷通り）、（県）遠藤茅ヶ崎線（小出県道）
が南北方向に走っています。

⃝年齢別人口構成は、0 歳～ 59 歳までが
全市平均を下回っている一方、60 歳以
上が全市平均を上回り、高齢者の割合
が高い構成となっています。

◆参考　将来人口の推移◆

◆年齢別人口の構成（平成 27 年（2015 年））◆

◆土地利用構成割合（平成 27 年（2015 年））◆

（注）�四捨五入の端数処理をしているため合計が 100％になら
ない場合があります。

◆建物用途別床面積割合（平成 27 年（2015 年））◆

※自然的土地利用：�農地、山林、水面、砂浜、岩礁、河川敷等のその
他の自然地のこと。
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ニュー ライフ＆カル チャー を 支 援 するみどり豊 か な 湘 南 の 里

2-7-2　地域の将来像

⃝里山や田園の美しい風景、豊かな自然環境を保全し、「こころの豊かさ」を感じられる湘南
の里を目指します。

⃝大地の歴史を伝える史跡等の歴史・文化資源や、里山の豊かな自然を活用した学び等、
様々な体験を通じて、新たな交流が生まれるまちを目指します。

場
斎

県立茅ケ崎
里山公園周辺

浄見寺周辺
下寺尾
遺跡群周辺

清水谷周辺
市民の森・

県立茅ケ崎
里山公園周辺

文教大学

出小学校
出支所      

←
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大
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通
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行

川
出
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Ｃ
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路
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芹沢 中ノ谷線

線
川
寒
岸
海
東

(県)藤沢平塚線
(小出中央通り)

北陽中学校 号

６
線

道市 ０５７

下 尾
越 り岡大

堤 寺 線（ ）通前茅ケ崎
北陵高校

駒寄川

小糸川

浄見寺周辺

相模線

下寺尾
遺跡群周辺

県)
(

道
県
出
小

(
)

清水谷周辺
市民の森・

藤沢寒川線

藤沢寒川線

◆北部丘陵地域整備方針図◆
凡　　　例

河 川

環 状 道 路

主要幹線(計画・構想)
主 要 幹 線
自 動 車 専 用 道 路

農 地・集 落 ゾ ー ン
緑 地・公 園 ゾ ー ン
工 業・業 務 ゾ ー ン
多 目 的 ゾ ー ン
低 中 層 住 居 ゾ ーン
低 層 住 居 ゾ ー ン
集 約 市 街 地 ゾ ーン
商 業・業 務 ゾ ー ン

景 観 拠 点

交 流 拠 点

都 市 拠 点

生 活・防 災 の 機 能
を 持 つ 拠 点

そ の 他 道 路

沿 道 施 設 ゾ ー ン
鉄 道

市 街 化 区 域

行 政 文 化 施 設

都市幹線(計画・構想) その他道路(計画・構想)
都 市 幹 線
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（１）地域特性を生かした都市づくり
○地域に根ざした文化を生かした都市づくり
⃝里山や田園の美しい風景、豊かな自然環境を有する本地域は、「こころの豊かさ」を感じ

られる良好な環境の維持・向上を目指します。

⃝本市の象徴的な自然環境を形成する北部丘陵や河川、農地等の整備・保全を目指します。

⃝住民一人ひとりが地域の主体となり、良好な住環境の維持・向上を目指します。

⃝工場や大規模施設等の跡地の利用については、無秩序な転換を行わないよう社会情勢の
変化や地域特性に応じた適正な土地利用を誘導します。

（２）足を運びたくなる拠点の形成
○訪れたくなる環境づくり
⃝下寺尾遺跡群や（仮称）茅ヶ崎市歴史文化交流館の整備では、魅力ある空間の整備を進め、

人々が訪れたくなる拠点の形成を目指します。

⃝下寺尾遺跡群周辺や浄見寺周辺は、地域の歴史・文化資源を保全するとともに、その資
源を活用し、学びを通じて人と人との交流を育む場の形成を目指します。

⃝県立茅ケ崎里山公園周辺や市民の森・清水谷周辺は、北部丘陵の豊かな自然環境とのふ
れあいや人と人との交流を育む場の形成を目指します。

土地利用

2-7-3　都市づくりの方針
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（１）安全で快適な道路交通の基盤づくり
○道路網等の整備と維持管理
⃝周辺市町をつなぐ道路である東海岸寒川線の整備を進めます。

⃝幹線道路等を補完する道路である下寺尾芹沢線（Ｂ路線）や行谷芹沢線（Ｃ路線）の整備
を進めるとともに、堤下寺尾線（大岡越前通り）や市道 7560 号線の歩道の整備を進めます。

⃝道路の計画的な維持管理や橋梁
りょう

の長寿命化を進めます。

（２）過度に自動車に依存しない交通体系の形成
○乗合交通の利便性向上
⃝地域の交通の特性を考慮し、その地域に適した乗合交通のあり方を検討します。

⃝交通事業者や近隣市町等と連携するとともに、既存の公共手段にとらわれることのない便
利な乗合交通環境となるよう努めます。

⃝サイクルアンドバスライドの設置やバス停の整備等、乗合交通への乗り換えの利便性の向
上に努めます。

（３）暮らしを楽しむ移動環境の形成
○乗合交通に関する取組
⃝ PR や利用促進キャンペーン等を通じて、乗るきっかけを提供することにより利用者の増加

を目指します。

○歩行者空間・自転車利用環境の整備
⃝歩道のバリアフリー化やベンチ等の休憩施設の設置等、歩行者が利用しやすく、歩きたく

なる歩行者空間の整備を進めます。また、緑化等を含めた景観形成を図りながら、連続
性のある歩行者空間の形成に努めます。

⃝「第 2 次ちがさき自転車プラン」に基づき、自転車走行空間の整備を行うことで風を感じ
る空間づくり並びに自転車の有効活用及び利用促進を図ることで暮らしを楽しむ仕組みづ
くりに努めます。

⃝交通事故の起きないまちを目指して、歩行者及び自転車利用者等にとって安全な道づくり
を進めるとともに、警察等関係機関と連携をとりながら、交通規制及びルール啓発等安全
対策を進めます。

交通体系整備
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（２）生きものが生息・生育するみどりの確保
○生物多様性の保全と生態系ネットワークの形成
⃝北部丘陵や駒寄川、小出川、農地は、快適な都市環境と健康的で豊かな生活を支えると

ともに、生きものが生息・生育するために重要なものであるため、将来にわたり持続性の
あるみどりとして保全・再生を進めます。

⃝生物多様性の保全のため、自然環境評価調査において特に重要な自然環境として位置付
けられた清

し
水
みず

谷
やと

や 柳
やなぎ

谷
やと

、行谷等を生態系ネットワークの核（コア）として、特別緑地保全
地区の指定等による保全を進めます。

（３）みどりと人々が出会う協働の仕組みづくり
○多様な主体との連携
⃝自然環境や公園等、様々なみどりを活用することで、コミュニティの活性化を図り、人と

人とが出会う機会の創出を目指します。

⃝市民・事業者・行政の協働により、緑化推進や維持管理のための情報提供や支援策の充
実に努め、みどりと人々が出会う市民参加の仕組みの構築を目指します。

⃝みどりの保全活動を次世代へ継承していくための人材育成の仕組みの構築や、事業者や
学校等教育機関でのみどりや生物多様性に関する取組を進めるための環境教育の場の創
出を目指します。

（１）人々が身近にふれあうみどりの充実
○身近なみどりの充実
⃝公園や市街地の樹林、市民緑地、街路樹等の様々なみどりを保全・再生・創出すること

で、豊かな生活を送ることができる都市づくりを進めます。また、生物多様性への配慮を
目指します。

○立地ごとのみどりの充実
⃝駒寄川は、市民が親しむことができる環境づくりに努めるとともに、周辺のみどりとの連続

性を高めることで、みどりのネットワークの形成を目指します。

⃝農産物の生産の場としての役割に加えて、防災・減災や生きものの生息・生育空間、景
観形成、環境学習、レクリエーションの場等の多面的な機能を持つ農地の保全を進めます。

○安全・安心で快適な暮らしを支えるみどりの充実
⃝みどりの防災・減災機能に着目し、遊水機能を有している水田等の保全や延焼遅延効果を

持つ街路樹や市街地の樹林等の保全を進めます。

○歴史と文化が息づくみどりの充実
⃝本市の景観を形成する史跡のみどり等の保全・再生に努めます。

自然環境保全・緑地整備
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（２）屋外の生活を楽しめる空間の創出
○魅力ある公開空地や公共空間の創出
⃝（仮称）茅ヶ崎市歴史文化交流館の整備に併せて、旧和田家や旧三橋家等の下寺尾・堤

地区に残る歴史的資源を活用し、歴史を学び、楽しめる空間の創出を進めます。

（３）茅ヶ崎の価値・魅力を体感できる機会の創出
○街なみに調和し、魅力あるサインの整備
⃝茅ヶ崎市屋外広告物条例に基づき、街なみと調和した屋外広告物の規制・誘導を進めます。

⃝「茅ヶ崎市公共サインガイドライン」に基づき、ユニバーサルデザインに配慮するとともに、
住む人や訪れた人が、茅ヶ崎で過ごす時間や生活を楽しむことができるように、「歩きたい、
出掛けたい」と思える公共サインの整備を進めます。

○茅ヶ崎の魅力を伝える仕組みの構築
⃝旧和田家や旧三橋家等の下寺尾・堤地区に残る歴史的資源を活用し、地域の魅力を高め

る取組を進めます。また、香川駅から下寺尾・堤地区に点在する史跡を回遊できる環境を
整備するとともに、史跡を活用した新たな活動を展開し、北部の文化的価値の魅力を発信
する取組を進めます。

⃝市民・事業者・行政の協働により、景観に関する講習会や景観まちづくりアドバイザーの
派遣等を活用して、地域にふさわしい良好な景観形成を目指します。

（１）景観資源と眺望の保全と継承
○景観資源の保全
⃝みどり豊かな自然景観や浄見寺周辺、下寺尾官

かん
衙
が

遺跡群に残された歴史的資源等、茅ヶ
崎のはじまりを感じる景観資源を保全し、次世代への継承を目指します。

○眺望景観の保全
⃝景観ポイントや眺望点の定点観測や景観の事前検証を行い、田園風景や富士山の眺望の

保全を進めます。

都市景観形成
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（２）安心して住み続けられる住環境の形成
○良好な住環境の形成
⃝犯罪の発生しやすい死角や暗がりを減らすといったハード面の環境整備とあわせて、不審

者を警戒する住民による見守りを促進します。

○セーフティネットの構築
⃝高齢者や障害者等が安心して地域で住み続けられるよう、住宅や地域での生活支援に係る

情報が共有される住まいと暮らしのセーフティネットの構築を目指します。

○住宅改善と良質な住宅供給の促進
⃝大規模地震に備え、住宅の耐震化や不燃化等に関して必要な支援や制度の導入を促進し

ます。

⃝建築物については、耐震化や不燃化、バリアフリー化による改善を促進するとともに、耐
久性や省エネルギー等の面で品質と性能が高い良質な住宅の供給を促進します。

（１）快適な住環境の形成
○良好な住環境の形成
⃝高齢化が進展する住宅地では、多様な世代が共生する住環境の整備を目指します。

⃝小・中学校等の公共施設の活用により、人々の交流の場づくりを目指します。

○空き家・空き地等への施策推進
⃝空き家・空き地等の発生予防及び適切な管理、空き家等及び除却した空き家等の跡地の

利活用を進めます。

○快適な住環境を支える都市基盤整備の推進継続
⃝道路・下水道・公園・ごみ処理施設等の都市基盤の整備や維持管理を引き続き進めます。

⃝狭隘
あい

道路については、住民の協力を得ながら順次解消に努めます。

⃝市街化調整区域においては、合併処理浄化槽の設置を支援するとともに、投資効果の高
い区域においては公共下水道（汚水）の整備に努めます。

⃝日常生活や社会活動に重大な影響を及ぼす下水道に起因する事故や機能停止を未然に防
ぎ、下水道サービスを常に確保するため、「茅ヶ崎市公共下水道施設維持管理計画」に基
づき、老朽化した管路やポンプ場等下水道施設の計画的な改築に努めます。

⃝公園の施設については、「茅ヶ崎市公園施設長寿命化計画」を策定し、維持管理を進めます。

住環境整備
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都市防災

（１）災害時の被害の軽減と、都市機能の維持を実現できる基盤づくり
○地震に強い都市基盤の整備
⃝災害時における緊急活動の円滑化や避難路の確保のため、道路の計画的な維持管理や橋

梁
りょう

の長寿命化を進めます。

⃝災害時の被害の軽減や被災後の迅速な復旧、物資供給等のため、重要な役割を果たす緊
急輸送路を補完する道路である堤下寺尾線（大岡越前通り）の整備を進めます。

⃝災害時における避難路の確保や緊急活動の円滑化のため、土地所有者に積極的に働きか
け、住民の協力を得ながら順次狭隘

あい
道路の解消に努めます。

⃝倒壊の危険性が高い公共建築物の地震対策を進めるとともに、避難路沿道の建築物や多
くの人が利用する建築物等の地震対策を促進します。

○雨に強い都市基盤の整備
⃝隣接する自治体や国、県との連携により、小出川の河川改修や適正管理を進めます。

⃝浸水の軽減のため、宅地内雨水の流出抑制の対策を促進します。

○災害情報の伝達体制の整備
⃝市民に迅速かつ確実に災害情報を伝達するため、防災行政用無線・防災ラジオ・電子メー

ル・ホームページ等の多様な媒体を活用した情報伝達手段の整備を進めます。

○災害に備えた機能の整備
⃝災害時の応急対策活動を行ううえで重要となる公共施設を、防災上重要な拠点として、災

害時にその機能を十分に維持できるように、必要な整備を進めます。

⃝災害による被害を軽減するため、地震や大規模火災、土砂等の災害種別に応じた避難所・
避難場所や延焼遮断帯等の防災上の空間の確保や機能の拡充に努めます。

⃝大規模な開発や土地利用転換等に際しては、その街区の安全性に加え、周辺市街地への
防災効果を踏まえた計画への誘導を目指します。

⃝災害時でも最低限の事業活動や生活の継続を図るために、エネルギー供給の確保を働き
かけるとともに、早期復旧を目指します。

（2）被災後の復興に向けた取組の推進
○復興準備に取り組む体制の構築
⃝平常時から市民や事業者、各種団体、学校、行政等の主体が連携して復興の準備に取り

組むための意識の向上、体制づくりに努めます。

⃝大規模災害からの迅速な復旧・復興に資する土地の基礎的な情報（官民境界等）の整備
を進めます。
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（３）自助・共助による取組の促進
○一人ひとりの防災意識の向上
⃝日頃から自分の身を守るための備えや適切な避難行動をとれるよう、洪水や土砂、液状化

等のハザードマップ、地域危険度測定調査結果等により地域の災害リスクのさらなる周知
を図り、市民一人ひとりの防災意識の向上を促進します。

○地域と取り組む防災対策
⃝災害対策地区防災拠点打合会や地区防災訓練等の機会を通じて、避難所の円滑な開設や

運営を行う体制の構築を目指します。

⃝茅ヶ崎市避難行動要支援者支援制度の周知に努め、災害時に支援を必要とする避難行動
要支援者の自らの備えとともに、地域で支援する共助の体制づくりを促進します。

⃝いざという時に地域でお互いに助け合えるよう、防災資機材の整備や連絡体制の構築、防
災訓練の実施等の地域の防災活動を支援します。
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